




































（彼
女
の
娘
の
純
和
の
赤
ち
や
ん

の
と
き
の
肖
像
人
形
で
あ
る
―

Ｄ
Ｆ
Ｊ
六
号
の
近
況
報
告
に
掲

載
）
や
、
手
を
後
ろ
に
組
み
横

を
向
く

「八
才
の
純
和
の
肖
像
」

（写
真
）
の
よ
う
な
平
衡
は
、
類

ま
れ
で
あ
る
。
「八
才
の
純
和
の

肖
像
」
は

一
九
九
三
年
七
月
八

日
の
シ
ョ
ー
で
参
観
者
よ
り
賞

賛
を
浴
び
、
そ
の
月
の

「ド
ゥ

ル
オ

・
ガ
ゼ

ッ
ト
」
の
表
紙
と

し
て
撮
影
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ

れ
ら
の
人
形
の
技
術
的
な
完
璧

さ
の
考
察
に
同
意
は
す
る
が
、

私
に
と
っ
て
そ
れ
は

一
番
重
要

な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

美
学
、
芸
術
的
観
点
が
、
私

が
本
当
に
興
味
を
持
つ
点
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
彼
女
の
作
品
は

子
供
時
代
や
女
性
ら
し
さ
に
お

け
る
、
と
て
も
優
雅
で
確
か
な

何
か
を
表
象
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。
彼
女
の
作

品
の
多
く
は
、
娘
の
純
和
の
肖

像
で
あ
る
。
今
は
遠
く
な
っ
て

し
ま

っ
た
娘
の
幼
児
期
の
異
な

る
年
齢
の
思
い
出
か
ら
作
品
は

生
ま
れ
る
。
「最
初
の

一
歩
」
を

見
れ
ば
、
子
供
の
柔
ら
か
な
肌

を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。
彼

女
の
人
形
は
写
真
に
準
ず
る
ほ

ど
の
リ
ア
ル
さ
を
目
標
と
し
て

い
る
。
「女
」
の
座
像
で
は
、
女

性
の
奔
放
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
作
品
は

一
九
九

五
年
十

二
月
に
パ
リ

の
ホ
テ

ル

・
ド

ゥ
ル
オ

で
の
次

回
の

プ

ー

ラ

ン

・
ア
ン
ド

・
ル

・

フ
ュ
ー
ル
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

紹
介
さ
れ
る
。
大
島
和
代
の
肖

像
人
形
は
非
常
に
リ
ア
ル
だ
が
、

同
時
に
詩
情
が
あ
る
。
水
彩
画

家
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
の
色
の

調
和
、
デ
ザ
イ
ン
の
正
確
さ
が

彼
女

の
作
品
を
展
開
さ
せ
る
。

表
現
の
正
確
さ
と
詩
情
は
芸
術

と
し
て
の
中
心
的
性
質
で
あ
る
◇

記
録
の
た
め
の
肖
像
や
単
純
に

技
術
的
な
挑
戦
を
す
る
と
い
う

こ
と
か
ら
か
け
離
れ
て
、
彼
女

の
作
品
は
古
典
芸
術
の
平
衡
性

に
達
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ

彼
女
の
作
品
を
見
て
も
飽
き
る

こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
、
彼
女

の
作
品
が
何
故
傑
出
し
て
い
る

か
と
い
う
理
由
を
、
ま
さ
し
く

言
い
直
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

人
形
は
優
雅
だ
が
、
仕
事
は
力

強
い
。
お
そ
ら
く
私
達
は
彼
女

の
作
品
の
平
衡
性
を
、
禅
の
陰

陽
の
対
比
と
比
較
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う

‥
内
容
が
陰
で

で
、
表
象
と
し
て
の
作
品
が
陽

で
あ
る
よ
う
に
。

大
島
和
代
の
人
形
の
洗
練

さ
れ
た
シ
ン
プ
ル
さ
、
そ
の

「東
西
融
合
」
の
ス
タ
イ
ル

私
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
人
形

を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、

優
れ
た
コ
レ
ク
タ
ー
は
人
形
の

質
を
見
極
め
る
の
に
長
い
時
間

を
か
け
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
を
確
信
し
て
い
た
。
実
際
、

子
供
時
代
の
テ
ー
マ
ば
か
り
が

コ
レ
ク
タ
ー
や
愛
好
家
に
喜
ば

れ
る
と
き
に
は
、
作
品
を
現
代

的
に
す
る
た
め
に
テ
ー
マ
や
ス

タ
イ
ル
に
お
い
て
独
創
的
、
特

徴
的
な
面
を
見
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
彼
女
の
場
合
、
そ

れ
は
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
文
化

を
融
合
し
た
テ
ー
マ
を
意
味
す

る
。
す
な
わ
ち
日
本
の
技
術
的

な
背
景
と
東
洋
の
精
神
的
な
面

を
も
ち
な
が
ら
、
そ
こ
に
合
理

性
で
審
美
的
な
フ
ラ
ン
ス
の
ス

タ
イ
ル
を
導
入
す
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
そ
れ
を
、
こ
こ
で
掲

げ
る

「ブ
リ

ュ
ー
を
抱
く
日
本

の
少
女
の
肖
像
」
（
一
九
九
五
年

七
月
十
四
日
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に

出
品
）
で
は

っ
き
り
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
（あ
る
ス
イ
ス
人

が
こ
の
ブ
リ

ュ
ー
を
本
物
だ
と

信
じ
て
入
札
を
希
望
し
た
―
）

こ
こ
で
明
ら
か
に
し
た
い
の
は
、

大
島
和
代
は
本
物
の
ブ
リ

ュ
ー

の
人
形
を
手
に
し
た
こ
と
が
な

い
こ
と
だ
。
彼
女
が
持

っ
て
い

た
の
は
写
真
と
、
フ
ラ
ン
ス
の

古
い
人
形
で
は
い
か
に
マ
ー
ク

が
重
要
か
と
い
う
印
象
だ
け
で

あ

っ
た
。
こ
の
シ
ョ
ー
で
は
、

誰
も
が
こ
の
小
さ
な
少
女
の
優

雅
さ
と
本
物
と
間
違
う
ほ
ど
の

人
形
を
賞
賛
し
た
。
私
が
話
し

た
ほ
と
ん
ど

の
ビ
ジ
タ
ー
が

「最
初
の

一
歩
」
の
リ
ア
リ
ズ
ム

と
、
こ
の
少
女
の
優
雅
さ
の
ど

ち
ら
か
を
選
ば
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
非
常
に
戸
惑
い
を

感
じ
て
い
た
。

と
て
も
有
名
で
重
要
な
コ
レ

ク
タ
ー
が
ア
メ
リ
カ
の
女
優
、

デ
ミ

ｏ
ム
ー
ア
で
あ
る
。
彼
女

は
現
代
創
作
人
形
の
最
高
品
を

欲
し
て
お
り
、
マ
ダ
ム
大
島
の

主
要
な

コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

パ
リ
の
装
飾
美
術
館
、
ス
イ
ス

の
ス
タ
イ
ン

・
ア
ム

・
ラ
イ
ン

美
術
館
も
こ
の
作
家
に
早
く
か

ら
関
心
を
寄
せ
、
多
く
の
愛
好

家
が
い
く
つ
か
の
作
品
を

一
度

に
欲
し
が
っ
て
い
る
。
彼
女
の

人
形
を
評
価
す
る
人
は
人
形
愛

好
家
だ
け
で
は
な
い
こ
と
も
明

ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

私
の
側
か
ら
言
え
ば
、
彼
女

の
人
形
を
発
表
す
る
の
は
嬉
し

い
こ
と
だ
。
私
は
こ
こ
に
掲
げ

る

「小
さ
な
犬
と
座
る
少
女
の

肖
像
」
（
一
九
九
四
年
三
月
二
六

日
出
品
）
が
特
に
好
き
だ
。
マ

ダ
ム
大
島
は
こ
の
作
品
を

一
九

九

一
年
十
二
月
六
日
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
の
た
め
に
制
作
し
た
。

最
後
に
私
が
こ
の
文
章
を
書

い
た
目
的
を
繰
り
返
す
な
ら
ば
、

彼
女
の
人
形
は
単
に
、
可
愛
く

良
く
で
き
て
い
る
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
本
物
で
、
深
く
て
、
美

し
い
芸
術
的
な
仕
事

で
あ
り
、

現
代
の
国
際
的
な
文
化
を
包
括

し
て
い
る
の
だ
と
い
い
た
い
こ

と
な
の
で
あ
る
。
彼
女
の
作
品

は
究
極
の
シ
ン
プ
ル
を
め
ざ
し
、

そ
こ
に
確
か
に
到
達
し
た
の
で

あ
る
。

大
島
和
代
の
作
品
の
サ
イ
ズ
に
つ
い

て
。
多
く
の
作
品
は
高
さ
３５
ｃｍ
か
ら

５０
ｃｍ
で
あ
る
が
、
１２
ｃｍ
か
ら
９０
ｃｍ
の

作
品
も
こ
な
す
。
（こ
こ
の
作
品
タ
イ
ト
ル

は
筆
者
原
文
の
訳
悟
で
あ
り
、
大
島
氏
自
身
に

よ
る
タ
イ
ト
ル
は
写
真
横
に
掲
載
し
た
。
）

「女
」
“
ｃｍ
ｏ

「プ
リ
ュ
ー
を
持
つ
肖
像
」

Ю
ｃｍ

（人
形
１２
ｃｍ
）

「
八
才
の
純
和
の
肖
像
」

″

ｃｍ

「犬
と
座
る
少
女
の
肖
像
」
３５
ｃｍ

「着
物
で
座
り
込
む
純
和
の
肖
像
」

ｒ
Ｏ

ｍ

，
』

Ｃ‐

着物の純和

オークション問合せ先

ETUD=HERVE POULAIN ET REMY LE F∪ R

20,rue de Provance,75009 Paris,France

次回のオークションは :展示 12月 20日 、

オークション 12月 21日
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東京都国際平和文化交流基金助成事業

日米 ドールアー ト
文化交流事業

NIADA前会長ヘ レン キツシユの作品

日
本
と
欧
米
間
の
ド
ー
ル
ア
ー

ト
の
交
流
が
皆
無
に
等
し
か
っ
た

現
状
か
ら
、
何
と
か

一
歩
を
踏
み

出
そ
う
と
、　
ド
ー
ル

・
フ
ォ
ー
ラ

ム

・
ジ
ャ
パ
ン
が
主
催
し
東
京
国

際
交
流
財
団
の
助
成
を
受
け
た

「日
米
ド
ー
ル

ア
ー
ト
文
化
交
流
事

業
」
に
は
、
ド
！
ル

・
フ
ォ
ー
ラ

ム

・
ジ
ャ
バ
ン
事
務
局
長
の
小
川

千
恵
子
の
他
、
和
紙
人

形
作
家
の

中
西
京
子
、
創
作
ビ
ス
ク
ド
ー
ル

作
家
の
三
輪
輝
子
、
オ
ブ
ジ
ェ
風

の
ク
レ
イ
ド
ー
ル
作
家
の
さ
と
う

そ
の
子
ら
４
名
が
参
加
、
約
二
週

間
に
わ
た
リ
シ
ア
ト
ル
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を

尋
ね
た
。

（文
中
敬
称
略
）

シ
ア
ト
ル

ロ
ザ
リ
ー
ワ
イ

エ
ル
人
形
美

術
館シ
ア
ト
ル
の
郊
外
に
あ
る
ロ

ザ
リ
ー
ワ
イ
エ
ル
人
形
美
術
館

は
設
立
さ
れ
て
間
も
な
い
が
、

そ
の
豊
富
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と

美
し
い
展
示
は
知
名
度
が
高

い
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
全
て
館

長
の
所
有
で
あ
る
。

貴
重
な
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
ド
ー
ル
を
中
心
に
、

ド
ー
ル

ハ
ウ

ス
や
量
産

の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
ド
ー
ル
、　
現
代
人

形
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
充
実
し

て
お
り
、
現
代
人
形
に
関
し
て

は
今
世
紀
の
傑
作
と
さ
れ
る
リ

サ

・
リ
ヒ

テ
ン
フ
ェ
ル
、
シ
ュ

ロ
ツ
ト
他
多
く
の
作
家
の
代
表

作
が
さ
り
げ
な
く
展
示
し
て
あ

る
。　
一
行
は
ワ
イ
エ
ル
館
長

と

歓
談
、
日
本
の
現
代
の
状
況
を

説
明
し
た
り
し
て
、
今
後

の

ド
ー
ル
ア
ー
ト
の
発
展
の
た
め

に
こ
れ
か
ら
も
連

絡
を
取
り
合

い
、
情
報
交
換
を
し
て
い
く
こ

と
を
約
束
し
た
。

■
■
■

ウ
タ

・
プ
ラ
ウ
ザ
ー
に
説
明
を
受
け
る
三
作
家

る
ほ
か
、
ド
ー
ル
ア
ー
ト
を
扱

う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
尋
ね
た
。

ま
た
画
材
店
で
、
日
本
に
馴

染
み
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
で

よ
く
使
わ
れ
る
人
形
製
作
用
の

素
材
や
材
料
に
つ
い
て
フ
レ
ツ

チ
ャ
ー
氏
よ
り
説
明
を
受
け
、

研
究
や
参
考
の
た
め
に
購
入
を

し
た
。

フ
ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア

ニ
ア
ダ

・
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン

シ
ェ
ラ
ト
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ヒ
ル
を
会
場
に
七
月
二
六
日
よ

り
三
〇
日
ま
で
開
催
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
朝
早
く
は

八
時
か
ら
、

夜
は

一
一
時
頃
ま
で
ぎ

っ
し
り

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
あ
る
。
二

ア
ダ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
人
形

作
家

が
芸
術
的
な
人
形
の
社
会

的
な
認
識
の
向
上
を
目
指
し
て

約
二
〇
年
前
に
設
立
さ
れ
た
組

織
だ
が
、
そ
の
会
員
作

家
に
な

る
審
査
は
厳
し
く
、
現
在
で
も

会
員
作
家
は
五
十
余
名
し
か
い

な
い
。
か
っ
て
は
世
界
最
大
の

人
形
愛
好

家
の
組
織
Ｕ
Ｆ
Ｄ
Ｃ

に
属
し
て
い
た
が
、
そ
の
先
鋭

的
な
意
識
に
よ
り

一
般
志
向
の

強
い
Ｕ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
よ
り
離
脱
、
少

数
な
が
ら
西
欧
に
お
い
て
は
最

高
レ
ベ
ル
の
作
家

の
組
織
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ

ラ
ン
ス
に
は
ア
メ
リ

カ
を
代
表

す
る
作
家
が
年
に
１
度
集
ま
る

た
め
、
世
界
か
ら
意
識
の
高
い

人
形
関
係
者
が
例
年
の
よ
う
に

参
加
し
、
交
流
し
て
い
く
。

プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
予
約

制
の
講
習
会
や
公
開
講
義
、
議

論
な
ど
に
分
か
れ
て
い
る
。

講
義
は
ス
ラ
イ

ド
に
よ
る
も
の

が
多
い
。
小
川
は
今
回
の
カ
ン

フ
ァ
ラ
ン
ス
で
大
会
委
員
長
よ

り
請
わ
れ
て
、
日
本
の

「
ド
ー

ル

・
ア
ー
ト

・
イ
ン

・
ジ
ャ
パ

ン
」
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
ア

ロザリー・ワイエル人形美術館 (シアトル)
1995年 7月 20日 ～8月 1日

文 ドール・フォーラム・ジャバン事務局長 小川千恵子
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ワ
イ

エ
ル
館
長
を
囲
ん
で
　
左
か
ら
中
西
京

子
、
館
長
、
小
川
千
息
子
、
三
輪
輝
子
、
さ
と

う
そ
の
子

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

人
形
作
家
の
ア
ト
リ
エ
訪
問

グ
リ
ニ
ツ
ジ
ビ
レ
ツ
ジ
に
あ

る
ウ
タ

。
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
の
ア
ト

リ
エ
を
尋
ね
、　
一
行
は
人
形
の

作
り
や
工
程
、
最
新

作
を
気
の

済
む
ま
で
見
学
し
、
質
問
を
し

た
。
プ
ラ
ウ
ザ
ー
は
ど
の
よ
う

な
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
く

れ
た
。
ま
た
参
加
者
の
作
品
の

写
真
を
見
て

「
こ
の
よ
う
な
日

本
の
作
家
が
ア
メ
リ
カ
の
人
形

界
を
明
る
く
照
ら
し
て
新

し
い

可
能
性
を
も
た
ら
し
て
欲
し

い
」
と
語
っ
た
。
こ
こ
か
ら

一

行
に
中
西
京
子
の
弟
子
で
あ
っ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
の
和
紙

人

形

作

家

ダ

ン

・
フ
レ

ツ

チ

ャ
ー
が
同
行
し
た
。
元
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
の
ダ
ン
サ
ー
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
の
持
ち

主
で
、
独
得
の
肉
体
観
察
の
視

点
を
も
ち
日
本
の
芝
居
の
登
場

人
物
の
人
形
を
制
作
す
る
。
大

変
な
日
本
通
で
、
材
料
の
和
紙

を
縮
緬
加
工
す
る
技
術
を
習
得

し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
、
他
に
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
や
工
芸
美
術
館
を
見
学
す

プログラムを行う小川 (左)と リスフェル ド純子
日本作家の展示をつぶさに観察する参加者

Ｆ
Ｆ
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新会長のロバー ト・ トナーの作品

メ
リ
カ
在
住
の
人
形
作
家
リ
ス

フ
ェ
ル
ド
純
子
さ
ん
の
協
力
を

得
て
現
代
作
家
の
作
品
を
紹
介

し
た
。
日
本
の
現
代
作
家
の
活

動
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
深
く
関

心
を
持
た

れ
て
い
た
の
に
き
ち

ん
と
紹
介
さ
れ
た

こ
と
が
な

か
っ
た
だ
け
に
反
響
も
大
き
く
、

カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
の
参
加
者

の

ほ
と
ん
ど
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
出
席
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
、

小
川
は
三
七
人
の
日
本
人
作
家

に
依
頼
し
、
総
数

一
五
〇
枚
ほ

ど
の
ス
ラ
イ
ド

を
集
め
、
そ
の

中
か
ら
合
計
八
〇
枚
あ
ま
り
を

紹
介
し
た
。
同
時
に
特
別

に

テ
ー
プ
ル
を
用
意
し
て
も
ら
い
、

日

本
か
ら
の
三
作
家
の
作
品
と

資
料
を
展
示
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ

ム
終
了
後
も
展
示
品
の
撮
影
や

個
人
的
な
質
問
で
参

加
者
の
多

く
が
会
場
を
な
か
な
か
離
れ
な

か

っ
た
。
そ
の
後
、
会
場
の
ホ

テ
ル
で
会
う
参
加
者
ご
と
に
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
対
す
る
賛
辞
を
頂

い
た
。

参
加
作
家
の
感
想

三
輪
輝
子

以
前
か
ら
聞
い
て
は
い
た
の

で
す
が
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
形
に
対
す
る

レ
ベ
ル
の
差
と
い

う
か
、
意

識
、
技
術
、
文
化
の
差
を
感
じ

ま
し
た
。
日
本
で
も
昔
、
家
が

広
か
っ
た
頃
は
市
松
人
形
が
あ

り
ま
し

た
が
、
い
つ
の
間
に
、

飾
る
余
裕
も
な
く
電
化
製
品
で

溢
れ
て
今
は
精
神
的
に
は
と
て

も
貧
し
い
と
思
い
ま
す
。

ア
メ

リ
カ
の
作
家
の
作
品
に
つ
い
て

は
、
正
に
ド
ー
ル
ア
ー
ト
、
芸

術
の
世
界
で
、
人
形
と
い
う
形

を
取
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

さ
と
う
そ
の
子

ア
メ
リ
カ
の
作
家
の
人
形
に

つ
い
て
は
、
ど
こ
の
国
も

一
緒

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
だ
か
ら
す
ご
い

ん
だ
と
思
い

過
ご
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
日
本
の
作
家
、
も
の
作

り
の
人
た
ち
の
技
術
も
上
が
っ

た
の

で
し
ょ
う
。
た
だ
表
現
の

方
法
が
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
楽

し
か
っ
た
で
す
。
体
の
動
き
や

顔
の
表
情
が
で
て
い
て
、

作
家

の
個
性
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

中
西
京
子

日
本
の
国
内
で
も
人
形
作
家

た
ち
は
自
分
の
制
作
す
る
人
形

の
分
野
に
つ
い
て
は
関
心
を
寄

せ
ま
す
が
、
素
材

が
異
な
る
と

自
分
た
ち
と
は
違
う
た
も
の
と

受
け
と
め
が
ち
で
、
と
も
す
れ

ば
視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
で
す
。

人

形
の
世
界
を
も
っ
と
広
く
大

き
く
、
見
直
す
機
会
を
今
回
ニ

ア
ダ
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
心
に
深
く
持
ち

帰
る
こ
と

が
出
来
た
事
を
幸
運
に
思
い
ま

す
。
ド
ー
ル

・
フ
ォ
ー
ラ
ム

・

ジ
ャ
バ
ン
の
小
川
千
恵
子
さ
ん

が
日
米

ド
ー
ル
ア
ー
ト
の
文
化

交
流
を
積
極
的
に
押
し
進
め
、

日
本
の
作
家
の
現
状
と
紹
介
を

ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
こ

と
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
頭
が
下
が
る

思
い
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ド
ー

ル
ア
ー
チ
ス
ト
達
が
お
そ
ら
く

は
初
め
て
接

す
る
で
あ
ろ
う
日

本
の
人
形
の
世
界
。
こ
の
交
流

が
ス
ラ
イ
ド
で
は
な
く
実
物
の

多
く
の
人
形
た
ち
で
出
来
る
日

が
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
＊
事
業
に
参
加
す
る
ま
で
親
交

の
全
く
な
か
っ
た
３
人
の
作
家

だ
が
、
こ
の
旅
行
を
機
会
に
非

常
に
親
密
に
な

っ

た
。
帰
国
後

行

っ
た
反
省
会

で
は
、

こ
の
よ

う
な
集
ま
り
を
継
続
し
て
持
ち
、

交
流
会
と
し
て
輪
を
広
げ
発
展

さ

せ
、
い
ず
れ
は
日
本

で
ニ
ア

ダ

の
よ
う
な
大
会
に
発
展
さ
せ

た
い
と
い
う
意
見
で
全
員

一
致

し
た
。

余
談
だ
が
小

川
千
恵

子
は
、

ニ
ア
ダ

前
年
度

会

長

の

ヘ
レ

ン

・
キ

ツ
シ

ュ
の
推
薦
を
受
け
、

パ
ト

ロ
ン
会
員
選
定

の
選
挙

に

立
ち
、
有
効
投
票
を
得

て
日
本

人

で
初
め
て
の
パ
ト

ロ
ン
会
員

と
な

っ
た
。

ニ
ア
ダ

の
パ
ト

ロ

ン
制
度

に

つ
い

て
は

一
四
頁

「ゲ
イ
ル
か
ら
の
手
紙
」
を
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
人
形
誌
の
コ
メ
ン
ト
か
ら

「ド
！

ル
ズ
」

一
一
月
号

（三
作
家
と
リ
ス

フ
ェ
ル
ド
純
子
さ
ん
の
作
品
の
写
真

入
り
で
）

「今
回
の
ニ
ア
ダ
の
大
会

で
日
立
っ
た
の
は
、
現
代
日
本
作
家

に
焦
点
を
当
て
た
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。
ド
ー
ル
・
フ
ォ
！
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
の
小
川
千
恵
子
と
人
形
作

家
の
リ
ス
フ
ェ
ル
ド
純
子
が
日
本
の

ド
ー
ル
ア
ー
ト
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介

し
た
。
同
行
し
た
二
人
の
作
家
、
中
西

京
子
、
三
輪
輝
子
、
さ
と
う
そ
の
子
が

作
品
を
展
示
し
た
」
こ
の
他
、
「ド
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
」
誌
は
、
中
西
京
子
さ
ん

の
特
別
記
事
を
掲
載
し
た
号
で
編
集

長
の
コ
メ
ン
ト
で

ニ
ア
ダ
の
日
本
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
ふ
れ
た
。
同

誌
で
は
来
年
二
月
号
に
今
回
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
元
に
日
本
作
家
の
紹
介
記

事
を
特
集
す
る
。
記
事
は
小
川
千
恵

子
が
執
筆
し
た
。

21
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DFJ活動報告
指
導
を
す
る
黒
川
さ
ん

右

去
る
十
月
の
三
回
の
日
曜
日
を
使
っ
て
、
ミ
ワ

・

ド
ー
ル
に
お
い
て
ド
イ
ツ
か
ら
の
新
素
材
サ
ー
ニ
ッ

ト
の
集

中
講
習
会
を
行
っ
た
。
講
師
に
は
ア
メ
リ
カ

と
香
港
で
活
躍
す
る
ド
ー
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
黒
川

早
恵
美
さ
ん
を

迎
え
た
。
最
初
は
紙
粘
土
で
制
作
を

し
て
い
た
黒
川
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
で
サ
ー
ニ
ッ
ト

に
出
会
い
、
そ
の
質
感

に
ひ
か
れ
技
術
を
独
自
に
習

得
し
た
。
特
に
、
肌
の
リ
ア
ル
さ
や
し
わ
、
血
管
な

ど
の
描
写
に
優
れ
て
い
る
と
い

い
、
自
作
の
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
を
披
露
し
た
。
洋
人
形
の
リ
ア
ル
さ
を
求

め
る
人
に
は
是
非
勧
め
た
い
素
材
だ
と
語
る
。
　
参

加
者
の
関
心
は
高
く
、
遠
方
で
は
金
沢
や
広
島
か
ら

泊
ま
り
が
け
の
参
加
者
も
い
た
。
ま
た
レ
ベ
ル
も
高

く
、
プ

ロ
の
作
家
も
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
す
ぐ

に
技
術
を
も
の
に
し
、
作
品
を
作
り
出
せ
そ
う
な
人

も
多
か
っ
た
。
　
よ
く
使
わ
れ
る
紙
粘
土
や
石
塑
等

の
空
気
乾
燥
の
粘
土
と
異
な
る
サ
ー
ニ
ッ
ト
の
特
長

は
、
な
れ
れ
ば
手
早
く
完
成
品
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
だ
。
オ
ー
プ
ン
で
焼
く
ま
で
は
柔
ら

か
さ
を
保
ち
、
焼
成
は
家
庭
用
の
オ
ー

ブ
ン

で
百
度
程
の
温
度
で
十
～
二
十
分
で
よ
い
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
汚
れ
や

埃
が
つ
き
や
す

い
の
で
、
常
に
作
業
台
と
手

は
清
潔
に
し
、
け
ば
だ

っ
た
服
を
着
な
い
こ

と
だ
。
ま
た
整
形
は
指
先
で
し
よ
う
と

せ
ず

に
、
基
本
と
し
て
は
何
種
類
か
の
道
具
を
あ

わ
せ
て
使
う
か
、
指
の
腹
な
ど
で
行
う
。
焼

く
温
度
や
時
間
を

過
度
に
す
る
と
、
有
毒
ガ

ス
が
で
る
の
で
、
焼
成
時
は
オ
ー
プ
ン
か
ら

離
れ
ず
に
、
時
間
と
温
度
に
注
意
す
る
。

注
意
す
る
べ
き
点
を
守
れ
ば
、
サ
ー
ニ
ツ
ト

は
リ
ア
ル
な
肌
の
質
感
を
出
せ
る
ュ
ニ
ー
ク

な
素
材
で
、
欧
米
で

も
シ
ュ
ロ
ッ
ト
な
ど
こ

れ
を
好
ん
で
使
う
作
家
が
多
い
。

参
加
者
の
希
望
か
ら
、
一
月
に
難
度
の
高

い
手

・
足
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
。
自
分
の
持
っ
て
い
る

技
術
と
知
識
を
惜

し
み
な
く
親
身
に
教
え
て
く
れ
る
講
師
の
黒

川
さ
ん
も
参
加
者
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。

初
め

て
の
受
講
の
人
は
事
前
に
サ
ー
ニ
ッ
ト

に
な
れ
る
た
め
の
顔
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
の

受
講
が
望
ま
れ
る
。
問
い
合

わ
せ

・
申
し
込

み
は
ミ
ワ
・
ド
ー
ル
ま
で
。
（三
頁
参
照

。
問

い
合
わ
せ
は
Ｄ
Ｆ
Ｊ
事
務
局
で
も
う
け
て
い

ま
す
。
）

■
は
じ
め
ま
し
て
、

ス
ペ
イ

ン

・
バ
ル
セ
ロ
ナ
在
住
の
寺
下

で
す
。
こ
こ
何
年
も
生
活
の
た

め
の
仕
事

（職
業
訓

練
校
講
師

と
映
画
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
ス

ペ
シ
ャ
ツ
ル
・
エ
フ
ェ
ク
ト
ス
）

が
忙
し
く
人
形
制
作
が
ス
ト
ッ

プ
し

て
い
ま
す
。
で
も
毎
回
送

ら
れ
て
く
る
Ｄ
Ｆ
Ｊ
を
読
ん
で

る
と
制
作
意
欲
が
沸
い
て
き
て
、

何
と
か
時
間
を
作

っ
て
ま
た
制

作
を
始
め
よ
う
と

い
う
気

に

な

っ
て
き
ま
し
た
。
さ
て
、
ス

ペ
イ
ン
の
事
で
ボ
ク
が
知

っ
て

い
る
こ
と

を
少
し
書
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
日
本

で
い
う
創
作
人
形
の
よ
う
な
形

は
存
在
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

ボ
ク
が
住
ん
で
い
る
バ
ル
セ
ロ

ナ
で
は
、
お
祭
り
に
使
う
カ
ッ

プ
グ
ロ
ス
と
呼
ば
れ
る
張
り
ば

て
の
巨
大
な
マ
ス
ク
や
ジ
ユ
ガ

ン
ツ
と
い
う
五
メ
ー
ト
ル
近
く

あ
る
大
き
な
張
り
ば
て
人
形
が

伝
統
工
芸
と
し
て
あ
り
、
そ
れ

ら
を

作
る
職
人
や
グ
ル
ー
プ
が

各
自
活
動
し
て
た
り
、
バ
レ
ン

シ
ア
の
火
祭

（
フ
ァ
ー
ジ
ャ
）

の
職
人
達

（数
十
メ
ー

ト
ル
も

あ
る
張
り
ば
て
人
形
を

一
年
か

け
て
作
る
）
の
が
伝
統
工
芸
と

い
う
形
で
残

っ
て
い
ま
す
。
も

う
九
年
も
日
本
に
帰

っ
て
お
ら

ず
、
日
本
の
創
作
人
形
界
の
情

報
も
ま

っ
た
く
途
絶
え
て
い
た

時
に
Ｄ
Ｆ
Ｊ
に
め
ぐ
り
あ
え
た

こ
と

は
ボ
ク
に
と
っ
て

一
つ
の

活
動
力
に
な
り
ま
し
た
。
何
か

ボ
ク
で
お
役
に
た
つ
こ
と
が
あ

れ
ば
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
ま
た
、
寺
下
昇
平

（
ス
ペ
イ
ン
）

ロ
ス
ペ
イ
ン
の
張
り
ぼ
て
の
人

形
つ
て
見
て
み
た
い
気
が
し
ま

す
。
寺
下
さ
ん
は
昔
の
作
品
だ

と
い
っ
て
、
真
っ
白
な
肌
の
少

女
の
球
体
関
節
人
形
の
写
真
を

送

つ
て
き

て
く
れ
ま

し
た
。

ア
ー
テ
イ
ス
ト

・
ド
ー
ル
と
は
、

地
域

と
の
関
連
で
な
く
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
個
人
に
よ
っ
て
存
在

す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ス

ペ
イ
ン
と
は
色
、
形
と

刺
激
さ

れ
る
も
の
が
豊
富
な
環
境
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
作
の
お

知
ら
せ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（Ｏ
）

■
‥

・
二
年
ほ
ど
前
、
学
生
劇

団
の
現
役
だ

っ
た
頃
、
作

・
演

出
を
担
当
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、

そ
の
時
に
作

っ
た
芝
居
の
タ
イ

ト
ル
が

「人
形
人
間
」
。
青
年
カ

ゲ
ロ
ウ
の
恋
し
た
少
女
ミ
ツ
ル

が
実
は
、
女
王
が
娘
エ
リ
コ
蘇

生
の
た
め
に
医
者
に
造
ら
せ
た

人
工
肉
体
で
あ
っ
た

・
‥

と
い

う
物
語
で
、
“
人
体
の
怪
奇
と

美
”
を
テ
ー

マ
に
、
ア
ン
グ
ラ

的
演
出
を
し
た
も
の
で
し
た
。

人
形
役
も
美
少
女
人
形
ミ
ツ
ル

の
他
に
、
兵
隊
人
形
、
踊
り
子

人
形
、
道
化
師
人
形
も
登
場
さ

せ
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
不
気

味
で
エ
ロ
チ
ッ
ク
で
グ
ロ
テ
ス

ク
で
し
か
も
美
し

く
迫
力
と
魅

力
と
品
の
あ
る
作
品
作
り
を
目

指
し
た
も
の
で
し
た
。
思
い
入

れ
の
あ
る
作
品
な
の
で
ま
た
何

ら
か

の
形
で
表
現
し
た
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
（後
略
）

福
田
省
吾

（京
都
市
）

□
長
い
お
手
紙
を
ど
う
も
あ
り

が
と
う
。
福
田
さ
ん
は
卒
論
の

一
部
で
人
形
を
と
り
あ
げ
る
そ

う
で
す
。
人
形
も

い
ず
れ
制
作

す
る
希
望
を
お
持
ち
と
か
。
個

性
溢
れ
る
若
き
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
出
現
を
Ｄ
Ｆ
Ｊ
は
大
歓
迎
し

ま
す
。
　
　

　

　

　

　

（Ｏ
）

★
訂
正
と
補
足

・
Ｄ
Ｆ
Ｊ
六
号

「教
室
案
内
」
で

藤
井
路
以
教
室
の
郵
便
番
号
が

違

っ
て
お
り
ま
し
た
。
正
し
く

は

一
七
三
で
す
。

・
Ｄ
Ｆ
Ｊ
六
号
カ
バ
ー
イ
ン
タ

ビ

ュ
ー

一
五
頁

「注
」
で
、
「
日

展
」
は
昭
和
三
二
年
に
社
団
法

人

（民
間
団
体
）

と
し
て
再
出

発
し
た
こ
と
、
「伝
統
工
芸
」
の

伝
統
工
芸
展
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
違
い
に
よ
り
日
展
か
ら
分
裂

し

た
こ
と
、
「朝
日
現
代
人
形

展
」
が
開
催
さ
れ
た
の
は
数
年

間

で
は
な
く
、
十
数
年
間

で

あ
っ
た
こ
と
を
、
補
足

し
訂
正

い
た
し
ま
す
。

DFJワークショップ
サーニット集中講習会

10/15,22,29 於ミワドール

LE丁丁ERS

手のひ らで

暖め柔 らか

くする。

焼成は家庭用

のオープンで

できる。支え

として何かと

役に立つのが

芯に使つた家

庭用アルミホ

イル

約 15分で焼き
上がり。すべす

べした表面を作

るのは老人より

やや難 しい。顔

のしわや歯を挿

入するのは意外

に簡単。
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TOPICS
木 曽駒 ドール ミュージアム 夏期オープ ン
8月 1日 ～ 31日

中西京子の和紙人形を中心に現代ドールアートの展示をする木曽

駒ドールミュージアムが、会場となる木曽駒新和スキー場のレス

トハウスを改装し、夏期の間オープンした。ログハウス風 の広々

とした会場の前半分を創作人形作家の中から革人形の黒沢正子、ビ

スクドールの三輪輝子、オブジェドールの高橋操、布貼り人形の小

林美枝子、今号で近況報告に登場した藤井路以の 5人 が一人平均
10体ほどを展示をした。中西京子は、奥半分の空間でジオラマの
江戸時代の芝居小屋や、出雲の阿国、一体ものでは狐忠信などの

代表作など弟子の作品を含み 30あまりの作品を展示した。 ドー
ルアートといえば、だいたいにおいて都市部で展示されるが、この

ように第一線 の

作家が緑豊かなり

ゾート地の会場で

ゆったりと鑑賞さ

れるのは、作家に

とっても作品にと

っても貴重な機会

であろう。残念な

の は 、 今 回 の

ミュージアムは試

● DFJよ りのお知らせ
DF」 のバックナンバー 1～ 3号は在庫がなくなり、これからも再版いたしま せん。 4号 もまも

なく在庫がなくなります。お早めにお申し込み下さい.

●投稿募集
LETTERS、  REV!EW・・・採用分にはリーセはがきセットを進呈。
lNFORMAT!ON ニュースがあったらお知らせください。
近 況 報 告  プロの作家の新作の発表の場です課 用分には規定稿料をお支払い いたします。

教 室 案 内  DFJ偶 数号に掲載いたします。写真は返却できません。

展 覧 会 案 内  随時受け付けます。早めにご連絡ください。写真は後からでも結 構です。

●次号原稿締切 1月 10日 必着
写真の返却が必要なときには、「返却希望」と明記してください。

● DFJ購読方法
ドール・ フォーラム・ ジャハン (D日 )は書店では販売されていません。販売は、 会員購読制
です。DFJは年に 4回 :2月 、5月 、8月 、11月 に発行されます。初年度会費は 5千円、継続会

費は 4千 5百円です。お申し込みは年会費を下記の方法でご送金ください。

●〉郵便振替 00120 8 717693「 ユーラシア・ドールズ」
(通信欄にDFJと 記入)

◆現金書留・または郵便小為替

●継続手続きはお早めに !

今号で会員期限の切れる方には郵便振替用紙を同封 しています。継続会員の年会費は45∞円で

す。翌号発行までにお申し込みのない場合は、無効となりますのでご注意ください。

●バックナンバー
4号 (表紙 吉田良一)、 5号 (後藤朝子)、 6号 (四谷シモン)

会員の方は 1部 1000円です。非会員の方 :1400円

ドール・ フォーラム・ ジヤバン第 7号 1995年 11月 24日 発行
編集発行  ドール・フォーラム・ ジャバン事務局
〒 189 東京都東村山市久米川町 3-27-57 8 0423-95-7547 FAX 0423-95-7975
編集責任者 小川千息子
印刷 株式会社 日出島
ドール・ フォーラム・ ジャハンはユーラシア・ ドールズのスポンサーシップに より運営され

ています。

次号は 2月 24日 発行予定
展覧会DM同封希望の方 (個展DMは会員のみ)は 2月 15日 必着
枚数はお問い合わせください

行段階であり期間を限定して の開館であつたことである。次期

開館も考慮中とのことだが、ドールアー トが大胆に冒険し、発

展いく場としての専門の常設美術館の出現が待たれる。(O)

せ 。ら～ る 移転オープ ン
東京 。新宿のPEPEで長く営業をしてきたせ。ら～るが、9
月 11日 に原宿の千駄ケ谷小学 校前のビルに新規オープンし
た。JR原宿駅から徒歩 10分かからぬ程度で、駅界隈の喧躁
から逃れた静かな通りにある。開店記念の展示は友永詔三の版

画展で、オープニングパーティには友永氏や関係者の他、人形

作家では滝康子の他、四谷シモンも顔を見せた。四谷シモンの

人形学校 エコール・ド・シモンは、新しいせ。ら～るから歩い

て 5分位であ
る。今後も人形

に積極的に 取

り組んでいく

構えのせ。ら～

るの新 しい展

開に期待 した

い。(0)

オープニングハーティで友永詔三氏 (左)と店長の金田慶南さん

編集後記     DFJ事 務局長 小川千恵子

11月 は展覧会ラッシュである。芸術の秋だからと人
形関係の展覧会も 10月 あたりから集中してきて取材を
する側としては混乱気味である。そのために、関係の方に

迷惑をかけてしま うことも少なくなく、猛省することし

きりである。どんなに自分がそそっかしいか、3ヶ 月越し

で気がついたことがある。実は、毎月同じ日に私が同じ場

所に出現することで、会員の人と話す チャンスをもとう

と考えた。CHOTCHAT(チ ョット・チャット)、 つまり
ちょっとチャッティング (おしゃべり)という日をもう
け、6号のインフォメーションで知らせたつもりになり、

私は毎月同じ日に同じ場所に通った。ところが、毎回誰

も来ない。どうせこんなもんさ、とあきらめて今号では

中止のお知らせを出そうと6号を取り出したら、チョッ

ト・チャットのことなどどこにも書いていないではない

か。そうだ、前回入稿ぎりぎりになって他の重要な情報が

飛び込み入れ替えたのだ。このことが判明した (思い出

した)のが、7号の入稿前日、つまり今日。サザエさんも

真っ青であろう。ところで宙に浮いたチョット・チャッ

トをどうするか。実は今号もスペースがなくてお知らせ

がのせられない。我ながらいいネーミングなのであきら

めたくないのだが、会員の方の ご希望があればすぐに開

催するので、是非お知らせしていただきたい。

今号では昔人形館の青山氏が新連載を始め、フランス

のオークションのエクスペールであるス トラウツィスキ

さんが寄稿をしてくれた。それぞれの国で人形作家を見

守る人がいる。ゲイルの いうニアダのパ トロンのような

存在を増やすためにも、DFJの 充実化を目指したい。頭
をかきつつ。ポリポリ。
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ユーラシア・ ドールズの通信販売

等饒艤隧靱は新写真集

人形師

生」L▲
▼

文。構成 米倉 守

「与勇輝の肖像」
文・構成 米倉守 ¥3800(送 料別 )
A4変形判 カラー 110頁

*与勇輝氏のサインが入っています

]自廻‡磯蛉え、釧‡八 〕D)(0)]L〕LS
ユーラシア・ドールズ 189 東京都東村山市久米川町3-27-57

te1 0423-95-7547 fax 0423-95-7975

館学′
‐

．

与氏の代表作から「うたた寝」等の最新作まで、与氏の軌跡が集約されています
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